













定義し、年齢範囲（35 〜 60 歳、60 〜 75 歳、75 〜 85 歳、80 〜 90 歳、90 歳〜）での老
化速度が求められた。60m、100m、1500m走および「走り幅跳び」の記録から求められ
た35〜 60歳の老化速度は、それぞれ0.031（秒／年）、0.064（秒／年）、1.356（秒／年）、











































































60ｍ 100ｍ 1500ｍ 走り幅跳び
2011年 2013年 2014年 合計 2011年 2013年 2014年 合計 2011年 2013年 2014年 合計 2011年 2013年 2014年 合計
35～39 2 5 3 10 4 7 6 17 1 0 1 2 1 1 2 4
40～44 3 2 4 9 6 7 6 19 3 2 4 9 2 1 3 6
45～49 8 8 6 22 8 9 10 27 3 3 3 9 4 5 5 14
50～54 6 10 5 21 5 11 10 26 3 4 5 12 4 7 8 19
55～59 6 6 7 19 7 5 6 18 2 5 3 10 3 2 3 8
60～64 8 12 13 33 4 10 11 25 4 1 6 11 2 3 3 8
65～69 2 4 4 10 3 3 7 13 1 1 6 8 1 1 2 4
70～74 5 6 8 19 7 6 6 19 6 4 5 15 3 5 2 10
75～79 2 3 10 15 1 1 8 10 4 0 6 10 1 1 6 8
80～84 3 3 3 9 0 3 3 6 1 1 1 3 1 1 0 2
85～89 1 0 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 2
90～94 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
95～99 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100～ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





60ｍ 100ｍ 1500ｍ 走り幅跳び
2011年 2013年 2014年 合計 2011年 2013年 2014年 合計 2011年 2013年 2014年 合計 2011年 2013年 2014年 合計
35～39 19 16 11 46 26 31 27 84 10 7 17 34 8 10 15 33
40～44 29 19 9 57 40 38 39 117 11 13 13 37 18 10 30 58
45～49 19 24 15 58 31 43 27 101 13 20 22 55 13 13 17 43
50～54 33 14 11 58 38 29 26 93 10 16 18 44 18 15 14 47
55～59 21 13 20 54 22 26 35 83 14 11 18 43 11 12 23 46
60～64 29 22 26 77 40 33 28 101 12 12 18 42 12 14 15 41
65～69 25 22 24 71 25 25 27 77 9 17 21 47 8 12 12 32
70～74 31 21 20 72 29 25 27 81 15 12 15 42 8 12 12 32
75～79 19 21 29 69 15 21 23 59 10 8 9 27 7 8 18 33
80～84 13 12 12 37 10 9 10 29 3 5 8 16 6 6 8 20
85～89 6 4 9 19 7 4 5 16 1 2 5 8 4 2 5 11
90～94 1 0 1 2 0 0 0 0 0 1 1 2 0 1 1 2
95～99 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 100～ 1 0 0 1 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0











図１　2011 ～ 2015 年開催全日本マスターズ陸上競技選手権大、男子 60m 走における上位６位以内
の年齢対競技記録















図３　2011 ～ 2015 年開催全日本マスターズ陸上競技選手権大会、男子 1500m 走における上位６位
以内の年齢対競技記録




図５　2011 ～ 2015 年開催全日本マスターズ陸上競技選手権大会、男子 60 ｍ走における 35 ～ 60
歳の年齢と競技記録の相関
図６　2011 ～ 2015 年開催全日本マスターズ陸上競技選手権大会、男子 60 ｍ走における 60 ～ 75
歳の年齢と競技記録の相関
















図８　2011 ～ 2015 年開催全日本マスターズ陸上競技選手権大会、男子 60 ｍ走における 80 ～ 90
歳の年齢と競技記録の相関






























表３　2011 年～ 2015 年開催全日本マスターズ陸上競技選手権大会、男子、種目別年齢範囲別、老
化速度（加齢一年あたり低下する記録）
　　　ｎ：分析に供した人数、ｐ値：得られた相関係数の有意水準（危険率）
25
日野・大下：マスターズ陸上競技記録からみたヒトの老化
していると考えられる。それにもかかわらず、持久走（1500ｍ）の記録から得られた高齢者（80
〜 90歳）の老化速度比率が、短距離走の場合より小さい（表３）ことの理由は、80歳以上の
高齢者の中の一部の遺伝的エリートのみが持久走への参加が可能になっていることかもしれな
い。
　加齢とともに起こる持久運動機能の低下のメカニズムとして、加齢による最大酸素摂取量の
低下が確認されている２）	９）。高齢者では、短距離走であっても、有酸素運動になっている可能
性が高いことを考えると、高齢期における最大酸素摂取量の低下は、高齢者の陸上競技記録の
低下（老化速度の増大）の一つの要因と考えられる２）。
　本研究では、加齢と陸上競技記録の低下との関係を分析することによって、いろいろな年齢
範囲での老化速度（加齢１年あたりの競技記録の低下）が求められた。その結果、80歳以上
の高齢期では著しい老化速度の増大が確認された。高齢者の場合には、老化が進行してマス
ターズ陸上競技大会に出場することができなくなった多数のひとたちの存在を考慮すると、こ
の研究で求められた75又は80歳以上の高齢者の老化速度は、それでも過少に評価されている
可能性が高いと考えられる。加齢はすべてのヒトに平等に起こる現象であるが、加齢とともに
起こる身体機能の総合的な低下（老化）は大きな個人差を伴って表現される。陸上競技の記録
から推定される老化速度は、単に年齢だけではなく、遺伝的要因の他、トレーニングの量と質、
食生活や健康に対する考え方など数値化しにくい個人差の影響を大きく受けると考えられる。
本研究では、各年齢階級上位６位以内の記録を分析に利用している。上位６位以内に入るアス
リートは、トレーニングの量や質、遺伝的要因などにおいて個人差が小さいことが期待される。
食生活や健康に対する考え方を含む生き方（環境要因）を修正することによって、老化速度を
低くすることができる可能性があるが、生き方（食事、運動、精神活動など）をどのように修
正するのがよいのかは老化研究の一つのテーマである。食事と老化速度との関係については、
カロリー制限食が、自由摂食と比較した場合に、実験動物の平均寿命と最大寿命の両方を延ば
すことが知られている 10）が、カロリー制限食とヒトの寿命との関係は全く未解明である。生
き方の中で運動に限定して考えた場合でも、取り入れるべき運動の量、頻度、強度と老化速度
との関係については未解明の課題がある 10）。マスターズ陸上競技大会への参加者の人数は、
80歳以上の年齢階級で、男女共に非常に少ないという事実と、マスターズ陸上競技で80歳を
超える参加者はかならずしも若いときから上位入賞者であったわけではないという事実を考慮
すると、若いときから上位入賞をするほどハードなトレーニングを続けることが、より高齢に
なって老化速度を大きくする要因になる可能性を否定することはできない。一方、適度な運動
の継続は、最大寿命の延長に寄与する可能性は低いにしても、健康寿命の延長に寄与すること
はまちがいないであろう 10）。
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